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                     2025年 2月 4日発行 

一般社団法人日本音楽療法学会 中国支部 

 ニ ュ ー ス レ タ ー  第 4 5 号            

e - m a i l：jimukyoku.jmtacc@gmail.com 

        ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http//jmta-cc.org/ 

 

 

 

ごあいさつ 

中国支部支部長 武田 千代美 

  

 新年明けましておめでとうございます。 

中国支部会員の皆様には、お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。本年もよ

ろしくお願いいたします。中国支部ホームページに第４５号のニュースレターを掲載します。 

支部のメーリングリスト登録者数は徐々に増加しつつありますが、支部会員の皆様に登録い

ただき、支部からの情報が広く届けられますことを願っております。登録がお済みでない方は、

中国支部ホームページをご覧ください。 

 日本音楽療法学会は、音楽療法を必要とする方々に音楽療法を届けるため、研究・実践を進

め、音楽療法士の国家資格化を目指しています。現在、学会の在り方を再考し、色々な改革が

進められており、学会ニュースやホームページで活動が報告されています。 

 各支部の三役が集う支部連絡会では、全国９支部からそれぞれの活動を紹介し、そこから生

じる色々な問題について活発な意見交換が繰り広げられます。 

学会全体の動きや、各支部の連携などについても目を向けていただきたいと思います。 

 3 月 9 日に福山市にてラーニングサポートセンターの講習会を開催します。 

また 6 月 28・29 日には岡山市にて支部講習会並びに支部大会を開催します。 

色々な集会をオンラインで開催することが多くなりましたが、対面で顔を合わせて学び合うこ

との良い部分が見直されています。今年もまた多くの皆様のご参加をお待ちしております。 
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第 23回日本音楽療法学会中国支部大会へのお誘い 

大会長 筒井 恵子 

 

 2025 年の始まりは、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

一昨年はコロナが５類になりましたが、感染状況は止むことなく、それぞれの施設において、

相変わらずの緊張が続いています。そして世界のあちこちで、多くの戦争により傷つき国を追

われる人々、また自然災害の被害に遭われ、心も体も傷めておられる方々の報道に胸を痛め、

私達の無力さを感じる一年でもございました。 

そして日本の超少子高齢化で、認知症の人の数も留めることが出来ません。 

私たち音楽療法士は、そんな中に在って今こそ大切な存在であろうと思っています。音楽療法

士がどの様に貢献が出来るのでしょうか。 

さて、今年の６月 28・29 日の両日、岡山市内にて、中国支部の第 29 回講習会並びに、第

23 回中国支部大会「未来へつなぐ音楽療法〜医療福祉発祥の地 岡山から〜」の開催を予定

させて頂いております。特に大会の会場は、岡山の戦後、医療福祉に大きな貢献をした医師で

あり知事であった（故）三木行治氏を記念する「三木記念ホール」での開催と致しました。 

この大会では、岡山の社会福祉法人旭川荘前理事長で、旭川荘総合研究所の末光茂所長をお

招きし、日本でも最も早い時期の肢体不自由児等の施設の誕生と展開についてお話しいただき

たいと思っています。             

また岡山に関わる医学や福祉の先駆者たち、そして音楽の草分けとなった先人たちの想いを、

私達は、現代の音楽療法士としてどう未来へつなぐことが出来るのかを、ご一緒に考え学んで

行きたいと思っています。お一人でも多くの方のご参加をお待ちいたしております。 

     

今後の支部活動のお知らせ 

 

・ラーニング・サポート・センター（LSC） 第 12 回 講習会 

日時：2025 年 3 月 9 日（日）13：30〜16：45 

 講師：岩永 誠 先生 
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 内容：抄録の書き方 ワークショップ 〜自身の事例を抄録の形にしてみませんか〜 

 場所：福山商工会議所 （対面講習会） 

定員：30 名 

申込み期間：2025 年 2 月 1 日（土）〜 2 月 28 日（金） 

申込み方法：中国支部ホームページに申し込み用 Google フォームを掲載 

※学会本部発行の「音楽療法臨床ハンドブック ー対象者理解から事例の発表までー」をお

持ちの方はご持参ください。 

  

・中国支部 第 23 回支部大会・第 29 回講習会 

日時：2025 年 6 月 28 日（土）、29 日（日）  

会場：6 月 28 日（土）岡山国際交流センター 

（〒700-0026 岡山市北区奉還町 2 丁目 2 番 1 号） 

6 月 29 日（日）岡山県医師会 三木記念ホール 

（〒700-0024 岡山市北区駅元町 19 番 2 号） 

テーマ：未来へつなぐ音楽療法 ー医療福祉発祥の地、岡山からー 

大会長：筒井 惠子 

詳細につきましては、追って中国支部ホームページでお知らせいたします。 

 

 

講習会のお知らせ 

    

 中国支部ホームページで各認定団体主催の講習会の開催予定をお知らせします。 

 参加のお申し込み、お問い合わせは、直接、各認定団体に行ってください。支部事務局では

お取り扱いできませんので、ご了承ください。また、これ以降に認定された講習会については、

随時、中国支部ホームページ上に掲載いたします。各認定団体の連絡先は、中国支部ホームペ

ージでご確認ください 
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   事 務 局 よ り 

 

♪メーリングリスト運用上のルールについて♪ 

 

登録アドレスを変更される場合は、件名を「メーリングリスト登録アドレス変更」とし、本文

に、会員番号、氏名、変更前のアドレスと変更後のアドレスの両方を明記し、

chuugoku.mlist@gmail.com までお申し出ください。 

 

転居等により他支部へ移られる場合や、メーリングリストの登録解除を希望される場合は、件

名を「メーリングリスト解除」とし、本文に、会員番号、氏名、登録アドレスを明記し、

chuugoku.mlist@gmail.com までお申し出ください。 

尚、転居等をされた方は、以下の「会員の異動および住所変更について」もご確認の上、すみ

やかに必要な手続きを行ってください。 

 

♪ 会員の異動および住所変更について ♪ 

 

 

 会員の皆様が、転居等により支部を移られる場合、あるいは、住所変更された場合は、すみ

やかに日本音楽療法学会事務局（下記連絡先）にご連絡ください。支部事務局では、学会事務

局から隔月に送られてくる名簿により、発送の事務を行っております。したがいまして、支部

事務局に住所変更、入会・退会のご連絡をいただきましても、支部ではお手続きができません

ので、ご承知おきください。 

住所・名義の変更は、インターネット上で行うことができます。日本音楽療法学会ホームペ

ージ http://www.jmta.jp/formalities/change.html から変更してください。 

 また、大学卒業後も学生会員のまま、登録変更をされてない方がおられます。学生会員の方

は、卒業後すみやかに正会員への変更手続きを行ってください。 

 

mailto:chuugoku.mlist@gmail.com
mailto:chuugoku.mlist@gmail.com
http://www.jmta.jp/formalities/change.html
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入会・退会手続き 会員区分変更手続き 住所変更手続き 等につきましては、会員番号・

氏名・旧住所（旧所属支部）・新住所 を明記され、学会事務局にご連絡ください。 

 

日本音楽療法学会事務局 

       〒105-0013 東京都港区浜松町１－２０－８ ＨＫ浜松町ビル６階 

 

 また、お届けの住所の居住者表示と会員の苗字が異なる場合は、「〜方」までお届けくださ

い。学会事務局及び支部事務局からお送りするニュースレター等は、メール便で送られるため、

居住者表示と異なる場合、返送されるようになっており、お届けできておりません。 

転居して他支部へ所属が変わられる際には、住所変更をしていただきますと、学会事務局の

ほうで自動的に所属支部の変更を行いますので、支部の変更の手続きは必要ありません。 

 

 

 

 

☆学びの窓☆ 

 

                                     

 

大村 寛子 

 

今回ご紹介するのは、特別支援学校教諭をされている成沢真介氏、香川大学教諭の坂井聡氏

解説による「自閉症ガールひまわりさんの日常-彼女に見えている世界-」です。特別支援学校
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に通うひまわりさんという架空の女の子の一日を通して、先生から見た世界、ひまわりさんか

ら見た世界の違い、お互いの思い、そこで起こるすれ違いをとても読みやすく書かれています。 

放課後デイサービスにいる私は、先生の葛藤を読みながらとても共感したり、ひまわりさん

の思いに「そうだったかもしれないなぁ」と他の子と置き換えてヒントをもらえたりした本で

した。 

筆者は、自閉症の方が生きやすい社会になるよう、周りの理解が進むことを願ってこの本を

執筆されました。そのため、色々な方が手に取っていただきやすい本となっています。音楽療

法への期待も増えていると感じるため、もし音楽療法でこれから関わる方、保護者の方、関係

者の方々へ少しでも理解が広がるきっかけになればいいなと思い、ご紹介いたしました。 


